
２
月
１
日
の
臨
時
市
議
会
で
、

市
立
小
中
学
校
生
の
３
学
期

分
の
給
食
費
を
無
料
化
す
る

予
算
が
全
会
一
致
で
可
決
。
そ

し
て
２
月
中
旬
に
発
表
さ
れ

た
狛
江
市
24

年
度
予
算
案
に

は
、
４
月
か
ら
の
無
料
化
も
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

つ
い
に
、
通
年
で
の
学
校
給

食
費
無
料
化
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
要
望

と
日
本
共
産
党
の
論
戦
が
市

政
を
動
か
し
た
、
本
当
に
う
れ

し
成
果
で
す
。

繰
り
返
し
議
会
提
案

日
本
共
産
党
は
、
２
０
１
８

年
３
月
に
岡
村
し
ん
議
員
が

狛
江
市
議
会
で
最
初
に
学
校

給
食
費
無
償
化
を
求
め
て
以

降
、
財
源
も
示
し
て
予
算
組
み

替
え
提
案
を
行
う
な
ど
、
繰
り

返
し
要
求
し
て
き
ま
し
た
。

国
会
や
都
議
会
で
も
求
め
つ

づ
け
て
き
ま
し
た
。

消
極
的
だ
っ
た
市
も

狛
江
市
は
、
「
現
状
で
は
困

難
」
（18
年
３
月
）
、
「
施
策
全
体

の
中
で
慎
重

に
検
討
・
判

断

す

る

」

「
狛
江
市
独

自

で

国

や

都
へ
要
望
す

る

考

え

は

な
い
」
（22
年

９
月
）
、
〝

市

長

会

や

教
育
長
会
で

も
優
先
的
に

要
望
す
る
課

題
で
は
な
い

〟
（22
年
12
月
）

と
給
食
費
無

料
化
に
消
極
的
で
し
た
。

狛
江
市
議
会
も
、
23
年
３

月
の
「小
中
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
求
め
る
陳
情
」を
、

自
民
党
公
明
党
な
ど
の
反

対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

要
望
高
ま
る
中
で

し
か
し
、
東
京
23

区
で
広
が

り
、
市
民
要
望
が
高
ま
る
中
、

狛
江
市
も
23
年
４
月
か
ら
第
３

子
以
降
の
無
料
化
を
実
施
。

23
年
７
月
の
東
京
都
市
長
会

議
で
は
「
学
校
給
食
費
無
償
化

へ
向
け
た
補
助
制
度
の
創
設
」

が
東
京
都
へ
の
24
年
度
予
算
要

望
に
盛
り
込
ま
れ
ま
す
。
そ
し

て
都
は
12
月
に
は
、
自
治
体
の

給
食
費
の
負
担
軽
減
に
対
し

て
「
二
分
の
一
を
補
助
」
す
る

こ
と
を
打
ち
出
し
ま
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
国
の
予
算

を
活
用
し
、
３
学
期
の
給
食
費

無
償
化
が
実
現
し
た
の
で
す
。

こ
の
一
年
ほ
ど
で
の
劇
的
な

変
化
で
す
。

４
月
以
降
も
無
料
に

そ
し
て
、
２
月
16

日
に
発
表
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ヤ
ッ
タ
ネ
！

狛江でも 新年度も

学校給食費
無料化実現！
市民要望と日本共産党の論戦で

劇的に変化

昨年来、冬も春

も夏も秋も冬も

重国たけしは給

食費無料化を訴

えてきました。



さ
れ
た
新
年
度
予
算
案
に
、
４

月
か
ら
の
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
も
保
護
者
負
担
な
し
と
す
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
す
。

必
要
な
費
用
は
約
２
億
５
千

万
円
で
す
（
予
算
上
は
歳
入
減

と
し
て
計
上
）。
そ
の
半
額
が
東

京
都
か
ら
補
助
さ
れ
る
こ
と
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

狛
江
市
は
、
こ
こ
数
年
、
約
20

億
円
の
黒
字
を
出
し
て
お
り
、

今
後
も
予
算
的
に
は
十
分
継
続

可
能
で
す
。

義
務
教
育
の
完
全
無

償
化
へ

一
方
で
、
義
務
教
育
の
完
全

無
償
化
は
、
憲
法
に
定
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
国
や
都
が
さ

ら
に
財
政
支
援
を
し
、
自
治
体

の
財
政
力
に
よ
る
格
差
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
や
都
に

対
し
て
も
引
き
続
き
求
め
て
い

き
ま
す
。
日
本
全
体
で
給
食
費

の
無
料
化
を
実
現
す
る
に
は
約

４
０
０
０
億
円
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
８
兆
円
も
の
軍

事
費
の
ほ
ん
の
一
部
を
削
減
す

る
な
ど
で
十
分
実
現
可
能
で
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
（市
役
所
の
隣
。

公
民
館
と
図
書
館
が
入
っ
て
い

る
）
の
改
修
計
画
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
古
く
て
狭
い
市

民
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る
こ
と

は
、
多
く
の
市
民
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
突
然
出
て
き
た
、
大

人
の
本
と
子
ど
も
の
本
を
バ
ラ

バ
ラ
に
配
置
す
る
「
中
央
図
書

館
の
分
割
移
転
計
画
」に
は
、
多

く
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
の
発
信
地

図
書
館
は
、
知
識
の
泉
、
ま
ち

の
文
化
の
発
信
地
。
年
間
10
万

人
が
利
用
す
る
公
共
施
設
で
す
。

こ
の
ま
ま
分
割
で
い
い
の
か
、

市
民
が
直
接
意
思
表
示
を
す
る

場
を
作
り
た
い
と
、
住
民
投
票

を
め
ざ

す
署
名

が
取
り

組
ま
れ

て
い
ま

す
。
私

も
「
会
」

事
務
局

に
参
加

し
て
い
ま
す
。

新
し
い
担
い
手
が
次
々

い
ま
こ
の
取
り
組
み
が
大
き

く
広
が
り
、
ポ
ス
タ
ー
が
貼
り

だ
さ
れ
、
自
転
車
用
ミ
ニ
ポ
ス

タ
ー
を
つ
け
る
人
や
チ
ラ
シ
を

置
く
飲
食
店
も
増
え
て
い
ま
す
。

駅
前
な
ど
で
の
署
名
行
動
で

は
、
「
気
に
な
っ
て
い
た
。
署
名

で
き
る
場
所
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
」と
署
名
し
て
い
く
人
や
、
説

明
会
に
飛
び
込
み
参
加
し
、
署

名
集
め
の
担
い
手
（受
任
者
）に

な
る
人
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

充
実
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

s
:/
/
k
o
m
a
e
-s

h
i

m
in

.to
k
y
o
/
c
h
o
ic
e
/

）
を

見
た
り
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登

録
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
図
書
館
を
手

渡
す
た
め
に

一
方
、
狛
江
の
図
書
館
は
貧

弱
す
ぎ
て
世
田
谷
や
調

布
の
図
書
館
に
行
く
、
分

割
計
画
を
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
み
な
さ
ん
に

も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

も
っ
と
市
民
の
声
で
、
使

い
や
す
い
、
居
心
地

の
良
い
図
書
館
に
し

て
、
未
来
の
世
代
に

手
渡
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
取
り
組
み

の
輪
を
広
げ
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
。■

問
い
合
わ
せ
先

jy
u
m
in
2
0
2
4

@
g
m
a
il.c

o
m

ま
た
は
重
国
ま
で
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ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
お
困
り
ご
と

な
ど
も
お
気
軽
に
。

［
連
絡
先
］＝

重
国
た
け
し
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n
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バ
ラ
バ
ラ
図
書
館
で
い
い
の
？

住
民
投
票
署
名
は
３
月
９
日
ま
で

狛江駅前での署名行動

自民党 うら金問題徹底究明

金権腐敗政治一掃へ

「こまえ図書館住民投票の会」による
図書館のあり方に関する住民投票条例制定請求署名
○署名期日：２月９日～３月９日
○目的：市民が直接意思表示する場をつくる

※市の計画に賛成の人もまだよくわからないという人も、「市
民の意見で選ぼう」に賛同いただける方はご署名ください。

○投票内容（提案）：「分割・移転」OR「現在地で拡充」
○署名できる人：狛江市民の有権者（１８歳以上）

○署名できる場所：署名簿を持っている受任者の対面
（駅、スーパー前などの署名活動。ご連絡いただければ伺います）。


